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はじめに

•今回の発言はあくまでも私個人の意見であり、所属部署（NIID)の見解では
ないことをおことわりいたします



本日の内容

➢今回のCOVID-19で起こったこと

• PPEの供給不足、再使用など

➢呼吸用保護具使用に関する注意点

•保管、再使用など

➢呼吸用保護具の着脱手順の重要性

•着ければ安心ではない

•本研究会の役割



１．今回のCOVID-19で起こったこと

•PPEの供給不足

•輸出規制

•価格高騰

•再使用



2020年3月28日 ｍ3.com 「意識調査結果：意識調査結果_マスク、手指衛生剤が足りない！」より



防護具の輸出規制、高騰

2020.5.4 日経

2020.2.1 報知



https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-
virus/2019-ncov/2502-idsc/iasr-in/9769-485d03.html





２．呼吸用保護具使用に関する注意点

➢保管

•使用しない場合には、N95レスピレーターを個別に清潔に
通気性のよい環境で保管する

（新しくて清潔なコンテナーなど）CDC, 2020



保管方法の工夫事例

輸液台にネットでぶら下げる紙袋に入れ、ぶら下げる紙袋に入れ、ケースに保管する



保管
(N95DECON)

https://www.n95decon
.org/ implementation



２．呼吸用保護具使用に関する注意点

➢N95レスピレーターの節約や汚染を最小限にするための工夫

• N95の上にカバーをつける（例：不織布を代用）

➢再使用時の注意点

• どのような方法で再使用するか

• どこで除染するか

•再使用後の物品の装着方法



PPEの再利用・呼吸用保護具製品の適正使用

職業感染制御研究会，日本環境感染学会，フィットテスト
研究会感染部会・産業部会からの注意喚起 https://covid-19-act.jp/ppe/

https://www.n95decon.org/publications-ja



再使用
(N95DECON)

https://www.n95decon.org/ 
implementation



再使用 (N95DECON)
➢時間

• 室温22℃、湿度40-65％で7日間の保管においては、N95レスピレーターの
再使用によるSARS-Cov-2の曝露リスクを大きく低減させる

• 温度が22℃以下の場合、ウイルスが生存する可能性がある

➢有効とされている方法

• 加湿熱

• 蒸気過酸化水素

• UV-C照射

➢不適切な方法

• 石鹸水、アルコール、漂白剤、一晩の保管







３．呼吸用保護具の着脱手順の重要性
ただ着ければよいというものではない

2020年10月22日 朝日新聞

https://msphere.asm.org/content/
msph/5/5/e00637-20.full.pdf



結果

•感染者がマスクを着けなかった場合

→非感染者がサージカルマスクを着けたときのウイルスの吸い込み量は、
着けなかった場合に比べ50%程度、布マスクでは60～80%だった
N95マスクでは10～20%まで抑えられた

•両方が布マスクを着けた場合

→両方着けなかった場合に比べてウイルスの吸い込み量は30%程度、
サージカルマスクでは20～30%程度だった

• N95マスクは使用前に顔の形に合わせて密着させる必要がある。
密着が不十分な場合、条件によってはサージカルマスクと同じ程度の
効果しかなかった





処置・場面毎のPPE
手袋

サージカル
マスク

N95 
レスピレーター

ガウン
ゴーグル、
または

フェースシールド

診察(15 分未満) ○ ○ ○ △

診察(15 分以上)  ○ ○ ○ ○

呼吸器検体採取 ○ ○ ○ ○

エアロゾル手技 ○ ○ ○ ○

環境整備 △ ○ △ △

リネン交換 △ ○ △ △

患者搬送 △ ○ △ △

○:必ず使用する △:状況により感染リスクが高くなる際に使用する

日本環境感染学会 医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド 第3版より



N95レスピレーター

・医療従事者が一時的に大量のエアロゾルが発生しやすい状況※に
おいては、サージカルマスクの代わりにN95レスピレーター，

（または日本の防じんマスク規格DS2などN95と同等のフィルター
性能を有するレスピレーター）

あるいは電動ファン付呼吸用保護具（PAPR）を追加する

・N95マスクは装着のたびにユーザーシールチェックを実施する

※エアロゾルが発生しやすい状況：

気管挿管・抜管, 気道吸引, NPPV装着, 心肺蘇生, 用手換気, 
ネブライザー療法、誘発採痰など



本研究会の役割

• フィットテストの重要性を伝える

→集合形式でのセミナー開催ができない状況でどのようなアプローチが可能か

• わかりやすい資材の提供

→テキストやYouTubeでの資材は既にあるが、その他の資材について

• インストラクターの活用

→現在インストラクターとなっている人の人材活用





Take home message

•今回のCOVID-19では、第1波ではPPEの供給不足により、再使用を
余儀なくされ、再感染の可能性が示唆された

•現在、PPEは供給されつつあるが、価格の高騰により、再使用を実施
する施設は減らないと思われる

•適切な製品の選定、適切な着用方法、適切な保管（再使用）方法
を広めていく必要がある

•本研究会のニーズは高く、適切な着用、使用方法について様々な方法
で広報していく必要がある


